
事 項 基幹種雄牛「照神12」産子は28か月出荷が可能

県基幹種雄牛「照神12」号産子（去勢）を用い、肥育期の給与飼料と肥育期間が産肉性

ね ら し、 に及ぼす影響について検討したところ、産肉性が劣ることなく肥育期間の短縮とコストの

低減が可能であることを明らかにしたので、参考に供する。

1 濃厚飼料の配合割合

配合割合（%）

飼料名 配合飼料 一般悲 大豆粕 大麦 生米糠

指 前期 75.0 20.0 5. 0 

中期 100.0 

導 後期 1 77.5 20.0 2. 5 

後期 2 67.5 30.0 2. 5 

参 （注）市販肥育用配合飼料 CP 13弘， TDN72判

2 飼料給与方法

考 10～12か月齢において給与飼料全体の粗飼料割合が25犯となるように給与を行い、 13か

月齢以降は濃厚飼料及び粗飼料は飽食とする。

内 肉質改善のポイントは肥育後期ではなく、肥育前期の粗飼料の採食量にあるので、良

質のものを給与するなど、できるだけ粗飼料を食い込ませる。
谷打与， 前期 中期 後期 1 後期 2

生後月齢 10～15 16～23 24～26 27～28 

28か月肥育 給与 濃厚飼料 10～12か月齢 飽食
ーーーーーーーーー ーーーーーー園田回目ー目白ー回目ー自由ーーー自由ーー回申ーー

内容 粗飼料 粗飼料割合 飽食

25弘

生後月齢 10～15 16～25 26～28 29～30 

慣行肥育 給与 濃厚飼料 粗直責辞蒋lj合 飽食
ーーーーーーーーー ー由自ーーーーー・曲目ーー由ーーーーーー圃ーーーー

内容 粗飼料 20弘 飽食

（注） 1 慣行肥育： 30か月

2 12か月齢まではチモシー乾草と稲ワラを 3 : 7の割合（重さ）で給与

3 発育成績、飼料摂取量

終了時体重、 1日当たりの増体量及び1日当たりの飼料摂取量についてはおか月肥育、

慣行肥育に差がない。

4 枝肉格付成績

枝肉重量、ロース芯面積、パラ及び皮下脂肪の厚さ、 BMSNo.のいずれの形質においても

大きな差がない。

5 生産コスト

2か月間の肥育期間の短縮により飼料費及びその他のコストを含め、 1頭当たり 23千

円のコスト低減が図られる。

期待8れる効果 慣行の肥育方式と同程度の枝肉成績を維持しながら 2か月肥育期間の短縮が可能である

ことから、和牛肥育経営におけるコスト低減が図られる。

利用上の注意事項
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【根拠となった主要な試験結果】

表 1 発育成績 （平成17～18年青森農林総研畜試）

体 重（kg) 11日当たり増体量

区分 ｜ 開始時 ｜ 終了時 I (kg) 

28か月肥育I219.2±so.o I 102.s士82.6 I 0. 73±0. 06 
慣行肥育 I 211. 8±36. 1 I 101. 8±1s. 8 I o. 10±0. 06 
（注） 1 平均値±標準偏差

2 慣行肥育： 30か月（表 2～4も同様）

表2 飼料摂取量（1頭当たり）

（平成17～18年青森農林総研畜試）

区 分 前期 中期 後期 計

濃厚飼料（kg) 1,128 2,577 1, 173 4,878 
ーーーーーーーー ーーーーーーー ーーーー田ーーー

28か月肥育 粗飼料（kg) 345 635 215 1,195 
ーーーーーーーーーーーー ーーーーーー四『 四司ーーーーー ーーーーーーー

期間 （日） 175 252 132 559 

濃厚飼料（kg) 1,090 2,402 1,657 5,149 
ー四ーーーーーー ーーーーーーー ーーーーーーー

慣行肥育 粗飼料（kg) 272 579 324 1,175 
ーーーーーーーーーーーー ---－由ー曲目 圃ーーーー甲田 ーーーーーーー

期間 （日） 175 308 137 620 

表 3 枝肉格付成績 （平成18年青森農林総研畜試）

28か月肥育 慣行肥育

区分 平均 標準偏差 平均 標準偏差

終了時体重（kg) 702.8 82.6 707.8 75.8 

枝肉重量 (kg) 428. 3 54.0 441. 7 48.2 

ロース芯面積（cm2) 52.3 5.4 49.4 2.3 

バラの厚さ（cm) 7. 5 0.5 7.3 1. 2 

皮下脂肪の厚さ（cm) 2.9 0.6 2.5 0.5 

歩留基準値（弘） 73. 3 0.9 73.0 0.4 

B恥fSN o. 6.3 1. 6 5.0 1. 2 

（注）調査頭数： 28か月肥育6頭、慣行肥育5頭

（疾病により慣行肥育の 1頭を試験から除外）

表4 生産コストの比較 （平成17～18年 青森農林総研畜試）（円）

28か月肥育 慣行肥育 A-B  

(A) (B) 

濃厚飼料 233,682 249,523 -15,841 

飼料費 粗飼料 44,216 40,035 4,181 

生産コスト 合計 277,898 289,558 -11, 660 

飼料費以外の生産コスト 576,456 588,221 -11, 765 

合計① 854,354 877,779 -23,425 

粗収益② 924,177 924,177 。
純利益②－① 69,823 46,398 23,425 

（注）濃厚飼料と粗飼料は畜試購入単価、他は第53次青森農林水産統計年報
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